
河川工事と環境の保全
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山梨県治水課若手研修会
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参 事 大浜秀規



ヤマトイワナ：国内第2位の高所（野呂川）に生息



ニジマス：富士山の湧水により生産量国内第2位



アユ：富士川は尺アユ釣りで有名



クニマス：原産地で絶滅したが、西湖に生息



ニホンウナギ：天然物が海から遡上



アマゴ：富士川水系の渓流域に生息、朱点有り



サツキマス：アマゴの降海型、朱点有り



ワカサギ：富士五湖に生息、漁業の対象魚
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長野 牛伏川：
既設床固工を撤去し、空石積で渓流を再生



長野 鳥居川：空石積みの水制工



1 魚の生息に必要なもの

2 攪乱と土砂移動

3 より良き浚渫伐木業務のために

河川工事と環境の保全



•水 量 ○ 豊富な水量 × 取水による流量減少

•水 質

•連続性

•多様性

•攪 乱

１ 魚の生息に必要なもの
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魚類、水生昆虫、藻類に影響大



•水 量 ○ 豊富な水量 × 取水による流量減少

•水 質 ○ 増水時の濁り × 平水時の濁り

•連続性

•多様性

•攪 乱

１ 魚の生息に必要なもの



分断化



水が
ない！



魚道はいらない。

作るなら魚道のいらない施設を
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•水 量 ○ 豊富な水量 × 取水による流量減少

•水 質 ○ 増水時の濁り × 平水時の濁り

•連続性 ○ 自由な移動 × 落差工による分断化

•多様性

•攪 乱

１ 魚の生息に必要なもの
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多様な物理的環境

避難・産卵・接餌・寝場所
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•水 質 ○ 増水時の濁り × 平水時の濁り

•連続性 ○ 自由な移動 × 落差工による分断化

•多様性 ○ 多様な物理的環境 × 改修による直線化・平坦化
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１ 魚の生息に必要なもの
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１ 魚の生息に必要なもの

•水 量 ○ 豊富な水量 × 取水による流量減少

•水 質 ○ 増水時の濁り × 平水時の濁り

•連続性 ○ 自由な移動 × 落差工による分断化

•多様性 ○ 多様な物理的環境 × 改修による直線化・平坦化

•攪 乱 ○ 流量の時間的変動 × 一定の維持流量

出水による河床の更新が生じにくくなった

↓

攪乱＝増水＋土砂移動・供給



1 魚の生息に必要なもの

2 攪乱と土砂移動
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河川工事と環境の保全



澪筋固定 河川横断工作物による

土砂移動抑制

現 象 要 因

2 攪乱と土砂移動
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↓

河床低下 ＆ アーマー化

河川横断工作物による

土砂移動抑制
土砂供給減少

現 象 要 因

2 攪乱と土砂移動
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↓
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澪筋固定

↓

河床低下 ＆ アーマー化

↓

樹林化 ＆ 土砂堆積

↓

伐木 ＆ 浚渫事業

河川横断工作物による

土砂移動抑制
土砂供給減少
土砂小粒径化
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澪筋固定

↓

河床低下 ＆ アーマー化

↓

樹林化 ＆ 土砂堆積

↓

伐木 ＆ 浚渫事業

河川横断工作物による

土砂移動抑制
土砂供給減少
土砂小粒径化

現 象 要 因

実は要因は
河川横断工作物だけで
はない
これはあとで

2 攪乱と土砂移動
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○ 河床低下、アーマー化、澪筋固定、樹林化

が生物に与える影響

↓

環境の単一化  → 生息場の消失

河床が更新されない → 水生昆虫相の変化

 藻類の異常繁茂

2 攪乱と土砂移動



引用：ダムと水生昆虫の多様性の関係
http://www.h7.dion.ne.jp/~outdoor/biodivercity1.html







荒 川



○ 流出する土砂の細粒化、タイミングの変化

が生物に与える影響

↓

砂による淵の消失 → 生息場の消失

常時砂が流下 → 生息環境の悪化

2 攪乱と土砂移動
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澪筋固定

↓

河床低下 ＆ アーマー化

↓

樹林化 ＆ 土砂堆積

↓

伐木 ＆ 浚渫事業

河川横断工作物による

土砂移動抑制
土砂供給減少
土砂小粒径化

現 象 要 因

実は山からの供給が
大きく減っている

2 攪乱と土砂移動



○ 現代の森は豊なのか？

2 攪乱と土砂移動













引用：全国植樹祭60周年記念写真集
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引用：全国植樹祭60周年記念写真集



引用：全国植樹祭60周年記念写真集
丹波山村一ノ瀬高橋





東京都水源林 山梨県甲州市塩山上萩原 金場沢

1917年（大正6年） 1926年（大正15年）
東京都水道局水源管理事務所



東京都水源林 山梨県甲州市塩山一之瀬高橋 笠取山

1922年（大正11年） 1955年（昭和30年） 1986年（昭和61）
東京都水道局水源管理事務所



1916年（大正5年） 1920年（大正9年） 1936年（昭和11年）
東京都水道局水源管理事務所

東京都水源林 山梨県甲州市塩山一之瀬高橋 葉広沢





引用：太田猛彦、森林飽和
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○ 現代の森は豊なのか？

・ 森林はここ数百年のうちで一番豊か。

2 攪乱と土砂移動









○ 現代の森は豊なのか？

・ 森林はここ数百年のうちで一番豊か。

・ 表層浸食や崩壊は減っている。

つまり土砂供給量も減少。

2 攪乱と土砂移動



○ 河床環境と森林

・ ダムが河床の環境に影響を与えているのは事実。

・ 森林が良くなって表層崩壊は減っている。

森林の変化も河床の環境に影響を与えている

のは間違いない。

・ 両者の影響の大小はよく分からない。

2 攪乱と土砂移動



大武川
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大武川支流



釜無川源流



流 川



鶴 川



安倍川支流



○ まとめ

・ 急峻な地形、アジアモンスーンの気候という環

境下の河川に適応した日本の河川生物相にとっ

て、攪乱と土砂移動は不可欠。

・ 魚にとって良好な環境を維持するためには、土

砂移動が適切な量とタイミングであることが必要。

・ 山が崩れることを認めるべき、ただし安全に。



3 より良き浚渫伐木業務のために

○ 流路環境の維持保全

流路形状は変えない。触る場合にはスライドダウン。

河床の石は持ち出さない。埋めない、護岸に使わない。

現在ある瀬淵構造を維持する。



浚渫・伐木事業の施工例 （断面図）

着工前：土砂堆積＋樹林化

浚渫・伐木
浚渫・伐木

悪い事例：流路の平坦化・直線化、礫や石の撤去



浚渫・伐木事業の施工例 （断面図）

着工前：土砂堆積＋樹林化

優良事例：流路形状の維持、礫や石の残置

河積が不足する場合にはスライドダウン

浚渫・伐木
浚渫・伐木



浚渫・伐木事業の施工例 （平面図）

悪い事例：流路の平坦化・直線化、礫や石の撤去



浚渫・伐木事業の施工例 （平面図）

優良事例：流路形状の維持、礫や石の残置



○ 濁水の発生防止

・ 作業場へ漏出する前のきれいな水を集めてポンプで

排水し、濁水の発生を抑制する。

3 より良き浚渫伐木業務のために

















○ 濁水の発生防止

・ 作業場へ漏出する前のきれいな水を集めてポンプで

排水し、濁水の発生を抑制する。

・ 瀬回しをする場合、切替先流路を事前に掘削しておき、

その後に切り替えることで、濁る時間を短縮する。

3 より良き浚渫伐木業務のために







○ 濁水の発生防止

・ 作業場へ漏出する前のきれいな水を集めてポンプで

排水し、濁水の発生を抑制する。

・ 瀬回しをする場合、切替先流路を事前に掘削しておき、

その後に切り替えることで、濁る時間を短縮する。

○ 濁水の流出抑制

・ 浅く、広く、長い沈殿池を設置すると効果的に沈下。

3 より良き浚渫伐木業務のために





荒川が直線・平坦化されたので

まとめ

河川環境の保全に向けて



次年度は直線的だがステップ＆プールを造成



ついでに落差工を利用して大きな淵も造成



その翌年は、なるべく流路をさわらず、
石を残して施工



直線化した塩川に落差工を造成
河川管理者がヤル気になれば、
川づくりは必ず良くなる



どうやってやる・・・・？

○ 手引き

・ 美しい山河を守る災害復旧基本方針

（美山河）

・ 中小河川に関する河道計画の技術基準

○ 解説書

・ 多自然川づくりポイントブックⅠ～III」



仕事多すぎ。 忙しすぎ。

マニュアルのボリュームが多すぎ。

数年後の異動先は・・・

河川工事と環境保全を

両立させるため

河川技術者にお願いしたいが・・・



・ 詳しい人、経験者に聞いてみる

（コンサル、河川研、水技セ）

・ 浚渫・伐木事業のポイントは、

流路環境の維持と濁りの緩和

・ 「大地の川」河川管理者必読。

○ お勧めの対応は・・・
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